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JitariのBodhicttotpadasamadanavidi

-「 七支清浄行」を中心 として-

白 寄 顕 成

Jitariの チベ ッ ト文 のみ で伝え られてい る著作 に 『発菩提心及び誓願 受持の儀

軌』, Bodhicittotpadasamadanavidhi(D No. 3968, 4493, P No. 5365, 5406)が あ

る。 この著作はSantidevaの 伝 統 にしたが って中観派 の菩薩律儀を説 くもので

あ る。 それ は次 の様 に構 成され ている。

チベ ット語 訳者の拝 語

帰敬偶

発菩提心儀軌 P380a6

1善 友 か ら受戒する方法

1)曼 陀羅作成 P380a8

2)供 養 (1)外の供養 P380b2

(2)心供養

(3)三輪無相の供養

3)七 支清浄行 P380b4

(1)供養 BCA 2-22(6)請 転法輪 BHCP 10

(2)礼拝 BCA 2-24 (7)請住世 BCA 3-5

(3)身供養 BCC 2-8(8)廻 向 BHCP 12, BCA 3-10

(4)幟悔 BCA 2-28, 29, 65 (9)三帰依 BCA 2-26

(5)随喜 BHCP 9

4)誓 願BCA 3-10, 20, 21 P381a7

5)発 菩提心(誓 願心 と発趣心) P381b3

6)受 戒P381b5

7)後 の心の増長 BCA 3-24-26 P381b7

誓 願 受持 の儀軌 P382a2

2善 友 のいない場合 の菩薩律儀 の受持

1)三 聚浄戒 P382a4

(1)初学者 律儀戒 誓願行

(2)信解行者 善法戒 三昧行
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(86) JitariのBodhicittotpkdasamddknavidhi (白 嵜)

(3)住地者 饒益有情戒 歓喜行

2)初 学者の誓願行 P382a6

(1)洗面 二種のマントラ

(2)着衣 二種のマントラ

(3)曼陀羅作成 三種のマントラ

(4)曼陀羅の供養 P382b3

(5)七支清浄行 P387b7

(6)念佛 balimantra P383a4

(7)経典読諦 P383a5

(8)誓願 BCA 10-54, 55P383a6

(9)曼陀羅の解放 P383b1

(10)施餓醜 haritimantra P383b2

(11)食作法 agrapin, amantra, utsr.

stapindamantra P383b3

(12)日中と夜間の儀軌 P383b4

3)信 解行者の三昧行と住地者の歓喜行P383b5

ま とめ の偶頒

Jitariの 「発菩提心儀軌」 と 「誓願 受持の儀軌」の特徴の は, 曼 陀羅 の前 で

儀軌 が執行 され る点 にある。Jitcariは 曼 陀羅 の作成については この儀軌 では説 い

ていない。 しか し, Jitariの 著 作にMandalavidhi(D No. 3763, 4527, P No.

4582, 5440)が あ り, これ によって どの よ うに曼陀羅を作成す れば よい か知 る こ

とが出来 る。Jitariの この儀軌については機会を改めてのべるが次の よ うな次 第

を有 している。

帰敬偶

1rekhadhisthanamantraを とな える

2曼 陀iを 作成す る

3曼 陀羅 の供養

4七 佛通戒偶 を となえる

5七 支清浄行

1)礼 拝5)随 喜

2)帰 依6)請 転法輪

3)供 養 請住世

4)俄 悔 7)廻 向
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JitariのBodhicittotprdasamadanavidhi(白 寄) (87)

6発 菩 提心

ここで も, 中観派 の菩薩律儀を特徴づけ る 「七支清浄行」が とかれているが,

次 に 「七 支清 浄行」 の展開 につ いてのべてお きた い。

(1)「七 支清浄行」 が最初 に とかれた のは 『普賢行願讃』(BHCP)で あ る。 第12

偶 にそれが ま とめ られて いるが,「 七支清浄行」 とい う言葉は使 われていない。

1)礼 拝(van dana) KK1-4 5)請 転法輪(adhyesa, 勧 請) K10

2)供 養(pttjana) KK. 5-7 6)請 住世(yacana, 懇請) K11

3)餓 悔(desana) K8 7)廻 向(pariamana) K12

4)随 喜(modana) K9

(2)NagarjunaのRatnavali, 5章 の65偶 か ら87偶 を 別 出して, Ratnavalyu-

bhavasaptangavidhigathav『 宝 鷺 中 七 支 儀 軌 二 十 偶』(P No. 5428),

saptangavidhivimsakakarika『 七 支儀i軌二十偶』(D No. 4515)と してチベ ッ ト

大 蔵経 におさめ られ ている。 タイ トルが異な ってい るだけ のものにRajaparika-

tharatnavalyudbhavapranidhanagathavim『 王 課宝髭所出 誓 願 二 十 偶』

(D No.4388, P No.5928)が あ る。NagarjunaはRVに お いて 「七 支の儀軌」 に

つ いて何 も説 明 していな いの で, 本 文 によってそれを まとめる と以下の よ うにな

る。

1)帰 依(sarapgamana) K66 5)随 喜 K67

2)供 養 K66 6)請 転 法輪(yacana, gsol ba)K68

3)礼 拝 K66 懇 請

4)繊 悔 K67 7)発 菩 提心(bodhicittotpada)K69

以 下70-85偶 で は菩薩 の誓願が のべ られ, 86, 87偶 で は誓願 の福徳は無量 であ

る と称 え られ ている。 したが って次 に予想 され るのは, 無 量 の福徳 の廻向である

か ら, こ の七支 の儀軌 とは, 「発願廻 向の儀軌」 と考え られ る。

(3)Santidevaは, SikSasasamuccaya, 290, 1-291, 11に お いて 「七 支清 浄行 」を

俄悔 と 「三聚(triskandhaka)」 との関係で説明 している。 しか しSantidevaは

「七 支清浄行」 とい う言葉 を使 っていない。 彼 は 「三聚」を 罪悪俄悔 と福徳随喜

と勧請が三つの福徳を積集する行為(triskandhaka)で あ り, 幟 悔 とは仏 えの帰依

をな してか ら三十五仏への俄悔を意味 し, これには礼拝 が含 まれ ている。 勧請 に

は懇請(yaana)が 含 まれ る。 供養 は別 の経典 で説かれて いるので省略す ると考

えてい る。 したが ってSantidevaの 考 える三聚 とは, 六 支 の清浄行を意味す る

のであ り, しか もこの六支のす べての行為は福徳積集のための ものであるか ら
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(88) JitariのBodhicittotpddasamddanavidhi (白 寄)

積 集された福徳 の廻 向が第七支 として予想 されて いる。 事 §antidevaは これ

らの いちいちにつ いて どの ような経典 で説かれて いるかを説 明す るが, 廻 向につ

いて も説 明 している。 以上 をま とめる と次 の ようになる。

1)帰 依

2)礼 拝

3)幟 悔, Upalipariprccha, Aksayamatisutra

4)供 養, Bhadracaryagktha, Ratnameghasutra, Trisamayaraja

5)随 喜, Bhadracaryagatha, Candrapradipanumodanapraivarta

6)勧 請(yacanaも 含 む), Bhadracaryagatha

7)廻 向, Bhadracaryagatha, Vajradhvajaparniamana, Dasabhumikasu-

tra, Avaloktesvaravimokaasn

な お, SantidevaのBodhicaryrzvatara(BCA)に お ける 「七 支清浄行」につ

いて はJitariやPrajnakaramatiや 他 の注釈家達の種 々の見解がある。

(4)7c. か ら8c. 頃 に かけて活躍 したNagarjunaはBodhyapattidesanavrtt

とBodhicittotpadavidhiこ お いて 「七支清浄行」 についてのべている。Naga

junaはBodhyattidesanrtii(D No. 4005, P No. 556)を 要 約 して 「三聚」

と 「七浄(bdun dag pa)」 と 「四力」 にな るとのべて いる。 しか し,「 三聚」や

「四力」 について は具体的 にのべて いるが,「 七 浄」についてはのべていない。

三聚

1) (1)俄 悔 ((2)礼 拝 を含む)

2)(3)随 喜

3) (4)請 住 世(yacana, 懇 請)

(5)請 転 法輪(adhyesana, 勧 請)

四 力 の戯悔

1)依 止力 供 養, 発 菩 提心, 帰 依, 礼 拝, 糊 悔

2)悔 過 行 礼 拝, 幟 悔, 勧 請

3)制 止 力 幟 悔

4)対 治 力 廻 向, 発 願 菩提心, 発 行菩提心, 発 世俗菩提心, 発 勝義菩提心,

発 願, 帰 依

以上を まとめて 「七支清浄行」を構成すれぽ次 の ようになる。

1)帰 依 2)臓 悔 3)供 養 4)随 喜

5)勧 請, 懇 請 6)発 菩 提心 7)廻 向
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JitariのBodhicittotpadasamddanavidhi(白 嵜) (89)

Bodhicittotpadavidhi(D No. 3966, 4492, P No. 5361, 5405)は 「七支清浄行」

に よって構成 された儀軌でそれは次の よ うに考え られている。

1)礼 拝 2)俄 悔 3)随 喜 4)帰 依

5)供 養 6)発 菩 提心 7)廻 向

(5)JitariのBC USVに お いてはす でにのべた よ うに,「 七支清浄行」 は anti-

devaのBCAと の関連 においてのべ られ九種七支 として ま とめ られて いる

1)供 養(身 供養) 2)礼 拝 3)1悔 4)随 喜

5)請 転 法輪 請 住世 6)廻 向 7)三 帰 依

Bodhyapattidesanavrttibodhisattvasiksakrama(D No. 4006, No. 5507)で は

次 の七支 が考 え られ ている。

1)帰 依, 2)礼 拝, 3)俄 悔, 4)誓 願, 5)請 転 法輪, 6)請 住 世7)廻

向

MVで は前述 した ごとく考 られて いる。

1)礼 拝, 2)帰 依, 3)供 養, 4)戯 悔, 5)随 喜, 6)請 転 法輪, 請 住 世,

7)廻 向

(6)PrajnakaramatiはBodhicaryavatarに お いて 「七支清浄行」を

BCAと 対 応 させつつ次の よ うに考えている。

1)礼 拝 BCA 2-25 5)随 喜 BCA 3-2, 3

2)供 養 BCA 2-2, 8, 22, 50, 3-5  6)勧 請 BCA 3-4

3)帰 依 BCA 2-26, 49 懇 請 BCA 3-5

4)俄 悔 BCA 2-27, 28, 29, 30, 64, 65 7)廻 向 BCA 3-6, 7, 8, 9

(7)Krsna(11c. 頃)の Triskandasadhana(D No. 4008, P No. 5509)で は

「七支清浄行」のいちいち については言及 されていないが,「 次 に礼拝を は じめ と

す る七 〔支清浄行〕 をなす(du nas pbag htshal sogs bdun bya, P243a7)」 と のべ

られてい る。

Bodhisattvacayaatarduravabodhananirnayanamagrantha(D No. 3875A,

PNo. 5276)で は, 1)供 養, 2)礼 拝, 3)帰 依4)戯 悔, 5)随 喜, 6)勧 請,

懇 請, 7)発 願 廻向の 「七支清浄行」 についてのべ られている。

(8) Saptnagasaddharmacaryavatara(D No. 3980 P No. 5371)でSakyasribhadra

は, 1)供 養, 2)礼 拝, 3)帰 依, 4)俄 悔, 5)随 喜, 6)発 菩 提心, 7)

発 願 廻 向の 「七支清浄行」 について のべてい る。

(9)Sadhanamalaに お いては,「 七 支清浄行」は 「七種無上供養」 とよばれ, 多
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(90) JitariのBodhicittopadasamdanavidhi (白 寄)

くの 「七 支清 浄行 」が とかれ ている。 それ は次 の十二支 で構成 されている。

1)礼 拝, 2)供 養, 3)臓 悔, 4)不 作 悪式(akaranasamvara), 5)随 喜,

6)廻 向, 7)三 帰 依, 8)依 仏道(margasrayana), 9)勧 請, 10)懇 請, 11)

廻 向, 12)発 菩 提心。

た とえば, SのM No. 96, Vajratarasadhanaの 著者Nagarjuna(7c. 頃)は

次の よ うに考え る。

1)俄 悔, 2)不 作 悪式, 3)随 喜, 4)廻 向, 5)三 帰 依, 6)発 菩 提心, 

7)依 仏 道

SM No. 24, Khasarpanalodvarsabhanaで は, 次 の ように考 え られ てい

る。

1)戯 悔, 2)随 喜, 3)三 帰 依, 4)依 仏 道, 5)勧 請, 6)懇 請, 7)廻

向。

(10)Dharmasamgraha 3, 9-11で は,「 七種無上供養」は次の よ うに考 られてい

る。

1)礼 拝, 2)供 養, 3)俄 悔, 4)随 喜, 5)勧 請, 6)発 菩 提心, 7)廻

向。

以上 のこ とか ら次 の点を 明確 にし得た と考え る。

1中 観派 の儀軌 は,「 七 支清浄行」に よって構成 され ている。

2「 七支清浄行」 にはNagarjuna流 とSantideva流 が あるが,「 発菩提心 」

を含む ものは agarluna流 で ある。

Nagarujuna流

『華 厳経』 普賢行願讃-Nagarjuna-Nagarjuna(7c. -8c.)-Sakyasribhadra-

Dharmasamgraha.

Santideva流

『華厳経』普賢行願讃-Santideva-Jltari-Prajnakaramati-Krsna.

<キ ーウード>三 聚, 四力, 七支清浄行

(神戸女子大学教授)

-379-


